
溝部　宏二：新世紀エヴァンゲリオンにみる思春期課題と精神障害　～14歳のカルテ～

－　 －42

１．はじめに

もともと、アニメ『新世紀エヴァンゲリオ
ン』（ガイナックス企画、庵野秀明監督）
は、1995年10月から半年間テレビで放映され
たものの、その「最終二話（25話・26話）」
でも物語は完結しなかった（それまでの話の
流れを全く無視した不可思議な結末となって
いる）。そこで、様々な憶測や批判が集中し
た。大塚は、「現実と一切、切り離されたと
ころで自己実現してしまう」と述べ、宮崎
は「自己啓発セミナーやサイコセラピーの手
法を物語の中に取り込んでいて、形を変えた
癒しである」と述べ、ヒーリングや自分探し
という共同体の幻想を憂いている１）。その
後、1997年春に公開された映画「シト新生
（DEATH＆REBIRTH）」（テレビ版の回
想と完結編映画の予告的内容）を経て、1997
年夏に、テレビ版の最終二話をリメイクし
た形（テレビ版の第24話に続く形）で、映
画「THE END OF EVANGELION（Air/ま
ごころを、君に）」が公開されて、ようや
く完結した。さらに、修正されたDVDビデ
オソフトが、99年に完成（DVDのリニュー
アル版の完成は2003年）したという経緯が
ある。劇場版DEATH編は、映画「シト新
生（DEATH＆REBIRTH）」の前半部分で、
テレビ版の回想であり、「総集編」という言
葉が使われていることが多い様だが、これを
見ればテレビ版の「あらすじ」が分かるとい
うような作りにはなっていない。テレビ版を

見た人が、レビューとしておさらいをする形
式の映画となっている２）。更に2007年９月
に「エヴァゲリヲン新劇場版：序」が、2009
年６月に「エヴァゲリヲン新劇場版：破」が
公開され、2012年秋に「エヴァゲリヲン新
劇場版：Q Quickening」が公開予定であり、
新劇場版の完結編である「エヴァゲリヲン新
劇場版：？」が2013年に公開予定である。ス
トーリーはTV版から劇場版を経て新劇場版
に至る過程で、曖昧な点が明瞭にされつつ観
る者のファンタジーの介入部分が制限されて
いる、所謂「まとまったお話」に向かってい
る様である。また、登場人物の「病理性」が
薄まっており、普通の人々による普通の話？
になり精神医学的に見てやや興味が薄れる作
品となっていっている点は否めない。
では、なぜ『新世紀エヴァンゲリオン』が
社会現象となる程、多くの若者（一部の大
人）の心を捉えたのであろうか？よく言われ
ているのは、謎解きの面白さである（前述の
「曖昧な部分」が意図的？に散りばめてあ
る）。ストーリーのあちこちにキリスト教・
ユダヤ教・精神分析・進化論・脳科学・遺伝
学などオタク心をくすぐる仕掛けがたくさ
んあり、仕掛けを調べるうちに、自分なり
の「エヴァンゲリオンの世界観（ファンタ
ジー）」を持つに至り「ハマる」のであろう
（「ハマる」とは快感物質であるドーパミン
が大量に分泌される状況である。「薬物依
存」や「ゲーム依存」など嗜癖と同様のメカ
ニズムである）。しかし、その様なコアな
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ファンが「すごいぜ！」と啓蒙しても爆発的
人気となるには、普遍的関心を引く部分がな
ければ不可能であろう。ここでは、誰もが
辿ってきた「発達」特に「思春期前期の課
題」に焦点を当てて「『わかもの』と思春期
前期の発達課題の克服過程」としてエヴァン
ゲリオンを観ていく。

２．あらすじ（主に「劇場版」をベースにし
た解説）

西暦2000年、南極で地球規模の大爆発（セ
カンドインパクト）があり、人類の半分が死
滅した。同時に世界の気温が上昇し、海は生
命が存在しない死海となった。2015年、人類
（祖リリスから生まれ、知恵の実を食べし原
罪を担うもの：別名リリン）は、その存在を
おびやかす使徒（祖アダムから生まれ、生命
の実を食べた？永遠の命を持ちしもの）と呼
ばれる謎の生命体に対して、人造人間エヴァ
ンゲリオンという科学力（知恵の木の実の結
果）を使って戦っていた。アダムから生まれ
し使徒がアダムに帰還すれば大規模な爆発が
生じ（サードインパクト）、人類は使徒によ
り滅亡させられるのである。エヴァンゲリオ
ンを操縦するのは、碇シンジ、綾波レイ、惣
流・アスカ・ラングレーン等、母のない（孤
独を抱えた）、14歳の少年少女たちである。
そして、政府に疎まれながらも、全権を委ね
られた特務機関ネルフ。だが、ネルフと、そ
の背後にある秘密組織ゼーレは各々、全ての
使徒（17番目の使徒）を殲滅した後に発動す
べく、行き詰まった人類を新たな段階に人工
進化させる「人類補完計画」を画策していた。
そして、両者の補完計画の間には、大きな違
いがあり、最後の使徒殲滅後、対立は決定的
となり、全面的な武力衝突となる（ゼーレの
補完計画は人類の手による滅亡にて贖罪を果
たすこと、ネルフのものはエヴァをよりしろ
として全ての人々の魂を集め単体として完全

な生命体である神となること）。双方の「補
完」が同時に進む中、どちらの補完計画にも
必要なエヴァンゲリオン初号機のパイロット、
碇シンジに全てが委ねられ、苦悩の末、彼は、
どちらの補完も肯定せず、もとの世界に戻る
ことを決意する。しかし、シンジの中途半端
な気持ちが自分とアスカのみ肉体を実体化す
るにとどまって（他の人類は個としての形を
失って融合したまま？）荒涼とした世界で二
人だけが目を覚ます。ここに「新世紀」と共
に「創世記」が始まるのである。

３．主な登場人物と相関図

・エヴァンゲリオン（図１・２）：弐号機、
参号機、四号機以下量産機９機は第壱使徒
アダム（神が地球に使わした生命の祖）よ
り創られ、零号機（もしかしたらアダムか
ら？）、初号機は第弐使徒リリス（神が
誤ってアダムと同一惑星に送った生命の祖、
一つの惑星には一つの生命体系しか存続で
きないが、地球ではアダムではなくリリス
の子孫が繁栄した）より創られた。魂が存
在せず、人間の魂をコアとして必要とする。
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図１　登場人物相関図（文献２を改変）
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図２　エヴァンゲリオンの基本構成

地域支援心理研究センター紀要.indd   43 2012/03/16   17:09:06



溝部　宏二：新世紀エヴァンゲリオンにみる思春期課題と精神障害　～14歳のカルテ～

－　 －44

パイロットは14歳の母親がいない少年少女
のみ。Ｓ２機関（使徒が持つ永久機関）非
搭載の量産機以前のものは、生命の実を手
に入れておらず、ケーブルでの電力供給が
必要である。エヴァも使徒もA.T.フィー
ルドという絶対的（物理的）障壁を展開
したり中和したりして相手と戦闘する。
A.T.フィールドは誰もが持つ、「心の
壁」であり、他者と自分を隔てるものであ
る。このA.T.フィールドの取り扱い方が、
このドラマの中心テーマである。ちなみに、
A.T.フィールドによる障壁を停止しなけ
れば、シンクロしやすいはずのエヴァのコ
ア（たいていは親の魂）とでもパイロット
はシンクロ出来ない。エヴァはパイロット
が「心を開かないと動かない」のである。
また、ロボットの様に見える外見は敵から
防御する為の装甲板では無く、アダムもし
くはリリスから創られた人造人間自身を人
類がコントロールする為の拘束具である。
・碇シンジ：14歳、エヴァンゲリオン初号機
（人類の祖＝リリスの肉体のコピー）のパ
イロット。エヴァの魂（コア）にはシンジ
の母親であるユイが取り込まれている。傷
つくのを恐れ、他者と関わることを回避す
る（社交不安障害や回避性人格傾向と言え
るかもしれない）。人類が「滅亡する」か
「他者と境界のない融合した世界」を選ぶ
か最終選択を託される物語の主人公。
・碇ゲンドウ：48歳、シンジの父親で、特務
機関ネルフの最高司令。エヴァに取り込ま
れた妻ユイとの再会を果たす目的で「人類
補完計画」を推進する。目的のためには他
人の命など平気で奪える自己中心性を持つ
（自己愛人格傾向）。シンジに厳しい姿勢
を示すも、息子とどの様に関わればよいか
分からぬ、「成人期の課題」をクリアでき
ずにいる弱さを最後に垣間見せる。
・碇ユイ：享年27歳、シンジの母親。人類の
進化には「永遠性（生命の実の獲得）」が

必要であると考え、自らの意志で魂をエ
ヴァの中に残した。肉体は救出（サルベー
ジ）されてレイが造られた。人類が知恵の
実のみならず生命の実まで獲得することは
神に匹敵する力を得ることであり、それを
阻止する為に使徒が人類（リリン）を滅亡
させようとするのである。
・綾波レイ：14歳、肉体は碇ユイのクローン
（肉体のスペアは多数存在）であり、魂は
リリスのものが移植されている。碇ゲンド
ウによって創生されている為、自我は存在
せず（零）である。しかし、シンジと接触
するうちに、自我が芽生えてくる。また魂
が人類の祖であるリリスのものであること
から、人類共通の魂（霊）であり「太母」
であるので母性に目覚めていく。ゲンドウ
の右手に埋め込まれたアダムの肉体を取り
こみ、リリスへ帰還して、アダムとリリス
の癒合を果たす役割を担う、ゲンドウの人
類補完計画のキーパーソン。エヴァ零号機
のパイロットであり、零号機（リリスの肉
体のコピー）には開発者である赤木ナオコ
の魂がコアとして取り込まれている？リリ
スの魂であるレイがリリスの肉体である零
号機にシンクロするのに時間を要したのは、
零号機のコア（赤木ナオコ）がレイを排除
しようとした結果であることが想像される
（もしくは零号機はアダムの肉体のコピー
の為か？）。
・渚カヲル：14歳、肉体は？（ユイの性別を
変えたコピー：A.T.フィールドを貫ける
唯一の武器であるロンギヌスの槍でユイの
遺伝子をアダムに組み込んだ、人類により
創られた「17番目の使徒タブリス」）であ
るが、魂はアダムのものを移植されている。
ゼーレは、カヲルとアダムの接触でサード
インパクトを起こそうと試みるが、失敗し
たので、エヴァ初号機によるサードインパ
クトを試みる。
・惣流・アスカ・ラングレー（新劇場版：式
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波・アスカ・ラングレー）：14歳、エヴァ
弐号機のパイロットである。エヴァ弐号
機と接触実験中に母親惣流・キョウコ・
ツェッペリンは精神異常を来す。父親はそ
んな親子を捨てて妻の主治医の女性と再婚
する。精神を病んだ母親のためひたすら優
等生であろうと努力する（機能不全家庭で
育ったアダルトチルドレン）が、自己中心
的となることで不安定な自我を支えている
（演技性もしくは自己愛性人格傾向）。母
親は自殺したとされているが、ゼーレによ
り魂を弐号機に取り込まれている。精神的
に崩壊寸前の状態で、弐号機の中の母親と
巡り会い、人と人との絆を回復する。自我
が無い（真っ白な）レイのプラグスーツが
白であるのに対して、血の通う人間（生理
が存在する女性）の象徴として赤いプラグ
スーツを纏っている。母親キョウコのコア
（魂）が覚醒していない時期に、アダムの
魂であるカヲルにアダムの肉体である弐号
機は簡単にコントロールされる。新劇場版
では、主要登場人物であるにもかかわらず
名前が変更となっている。綾波・式波（敷
浪）・真希波（巻波）は護衛艦からの命名。
惣流（蒼龍）・赤木（赤城）・葛城・ラン
グレー・イラストリアスは空母からの命
名である３）。母性から遠いものを空母名、
母性に近いものを護衛艦名としている節が
あるので、キャラクターが「空母（蒼龍）
×空母（ラングレー）」から「護衛艦（敷
浪）×空母（ラングレー）」でやや母性的
に移行しているのであろうか。
・真希波・マリ・イラストリアス（新劇場版
新キャラクター）：14歳、イギリス出身
で、EURO支部所属。英語、日本語を自由
に操るが、日本語の方が堪能。出生その他
背景などは、現時点（破）では不明。元
来EURO所有の仮設伍号機のパイロットで
あったが、日本に来てからは弐号機に搭乗
している。プラグスーツの色は白（レイ）

と赤（アスカ）の中間色であるピンク。エ
ヴァに乗ることを「面白いから、いい！」
と語り、それぞれ葛藤を抱えて搭乗する他
のパイロットとの差が顕著である。いい加
減に出来る健康さを示している様にみえる
が、問題の矮小化を図ったり、否認したり
する精神病理が存在するのかもしれない。
・葛城ミサト：29歳、南極で発見されたアダ
ムの調査中にセカンドインパクトが発生し、
調査隊は葛城博士をはじめ、隊長の娘であ
るミサト以外全員死亡した。仕事ばかりで
家庭を顧みない父親に反発しながらも父親
の敵である使徒殲滅のためネルフに参加す
るアンビバレント（両価性）を抱えており、
ネルフの作戦課長である。３歳時から母親
の愛情を知らない14歳のシンジの親代わり
として、自らの欠けていた心の補完を果た
し、母性を成熟させる。元恋人の加持リョ
ウジと共に、実質的にシンジの自我の成長
を促す両親としての働きをする。また「神
児（シンジ）」と「言動（ゲンドウ）」の
真意を理解し「ミサを司る人（ミサト）」
として物語（人類補完計画）の進行役を務
めている（本人は意識していないが）。
・赤木リツコ：30歳、ネルフの技術開発部所
属で、母親のナオコ亡き後Ｅ計画（エヴァ
開発）の担当責任者。母親同様、科学者と
しての才能をゲンドウの愛人となることで
搾取されている。母親の魂がエヴァ零号機
にあることは自覚していないが、母親が
作成し、自らの人格を移植した生体コン
ピューターシステム「マギ：東方の三賢
人」を母親のように慕う。
・赤木ナオコ：年齢不詳、エヴァ開発および
マギシステム（人格移植OS搭載スーパー
コンピュータで、赤木博士の科学者として
の・母としての・女としての思考パターン
がインプットされ合議制判断を下す）開発
責任者。ゲンドウの妻の面影を残す初代レ
イに嫉妬を覚え絞殺し、自らマギの上に投
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身自殺した。死後？魂はコアとして零号機
に封入されたことが示唆されている。娘リ
ツコがゲンドウの殺害を試みた際に、マギ
の女としての部分であるカスパー（科学者
としての部分はメルキオール、母親として
の部分はバルタザール）が娘より昔の愛人
ゲンドウに味方し、ゲンドウによる娘の銃
殺に加担する。

４．エヴァンゲリオンを発達課題から読み取る

自我が脆弱であるが故に他者との関わりで
傷つくことを回避し引き籠る主人公碇シンジ
が、自我が存在しないが故に恐怖感を与えな
い綾波レイや確立した大人の自我を持ちなが
ら自分を手放しで認めてくれた渚カヲル、大
人を装い他者を侮蔑することで自我を支えて
いる惣流・アスカ・ラングレー、いい加減を
装いつつも成人として引っ張ってくれる葛城
ミサトとの触れ合い（渚カヲルは葛藤を表出
しないが、他の者は、表現型は異なれども
「心に欠損を抱えており」それをなんとか自
分なりに補完している）で、「個」として存
在する自我同一性を確立していく過程である
と言えよう。
特に、何もない（零）のレイとの絆が深まる

につれ、お互いの自我が成熟してゆく反面、レ
イをも恐れ、一体化し、そして分離する流れは
思春期の課題克服そのものである（ここに碇シ
ンジの魂は補完されるのであるが、それは完璧
で永続的なものではなく、傷つきながら修正し
成長していくものである）。エヴァンゲリオン
は主人公の成長物語（Bildungsroman）であり、
古今東西のファンタジーと共通のテーマを持つ。

（何故14歳なのか？）
初期青年期（中学時代）にクリアするべき
発達上の課題は、母親からの精神的離脱と自
我理想（自我同一性）の確立がテーマとなる
(表１４))。中学生（平均して中２）になると、

表１　ライフステージと発達課題（文献 4を改変）

０歳　誕生 乳児期

１歳　離乳 幼児期

３歳　親離れ 少年への過渡期

６歳　進学 学童期

12歳　思春期 青年への過渡期

15歳　同一性危機 青年中期

18歳　同一性確立 成人への過渡期

22歳　青年期危機　入社 大人の世界へ入る時期

28歳　成人前期　結婚 30歳の過渡期
（アラサー）

33歳　子どもの誕生
　　　昇進 一家を構える時期

40歳　子どもの受験
　　　転職・脱サラ

人生半ばの過渡期
（アラフォー）

45歳　中年危機・自殺 中年に入る時期

50歳　子どもの結婚 50歳の過渡期
（アラフィフ）

55歳　管理職 中年の最盛期

60歳　定年・退職・再就職 老年への過渡期

65歳 老年期

 第二次性徴に伴い「性」への関心が急激に高
まるが、恋愛は本格化せず、自慰による解消
が主となる場合が大半である。また、これま
での理想であった両親像が揺らぎ、それを支
えられていた道徳観も脆弱化する。その代償
として、友人との関わりの中で新たな自我理
想を形成する必要性が生じる。友人や先輩を
理想化するが、安定していない時期にある同
胞像は破綻もしやすく、破綻した場合は対象
消失に伴い、自分を支えるため空想的万能感
に浸り、引きこもることも多い。つまり自我
同一性を獲得するべく、「自分は何者である
か、自分はどこにどう立ち、これからどうい
う役割と目標に向かって歩こうとするのか」
を模索する。この過程こそが、所謂「中２病（14
歳病）」なのである。この過程で挫折した場
合「（自我）同一性危機」が生じる（表１）
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図３　自我境界と刺激制御（文献 10・11 を改変）

ヒットラー・ユーゲントの入隊年齢も14歳
であり、地方の共同キャンプに９ヶ月間隔離
される（シンジらが通う第３新東京市立第壱
中学校と同じく）。更に、ナチズムの原型を
作ったトウスクは「『死への憧れ』が最も強
いのは、14歳の少年である」と述べているの
は興味深い５）。この自我の確立する不安定
な時期に、ナチズムと出会わせて、与えられ
た自我で同一性を確立させられたとも言える
であろう。

（主要登場人物のカルテ）
精神科医として、診てもいない患者に診断
をつける事は決して行ってはならない事柄で
ある。何故ならば、診断とは「医師が様々な
角度から患者の情報を集めて初めて可能であ
る」からである。また、精神医学分野での診
断（身体科に比べ客観的指標に乏しいので誰
でも出来そうであり、逆に極めて難しい）を
安易に行う事（例えばDSM－Ⅳ－TRなど操
作的診断基準に患者の症状を当てはめるだけ
で診断を行う６））は、単なるラベル貼りと
なり患者を苦しめる結果になる。しかし、映
画やアニメの登場人物を診断するのは罪が少

ないであろう。登場人物たちの生育歴、日常
の姿、負荷が加わった際の姿および独白とい
う自己イメージなどを参考にしながら診断を
試みた。

（碇シンジのカルテ　14歳）
３歳時に母親を事故で失い、機を同じくし
て父親に捨てられる。先生と呼ばれる人物に
養育されるが極めて自尊感情が低い子で、自
己の欲求を表出する事無く他者と親密な関わ
りを避けることで卑小な自己の傷付きを回避
する。また重要な事項は他者に依存し、自己
の判断を行わない。回避傾向がみられるのは、
社交場面であるというより自己にとって重要
事項である点が重要である。
３歳からは他人に育てられ、他者の顔色を
窺うようになり、上記行動上の特性から、回
避性人格障害傾向を強く持っていると診断可
能であろう。
薄情な父親の愛情を獲得したいと切に願い、
同一化を試みるが得られず、エヴァ（母親の
魂が封印されている）に搭乗することで、母
親の庇護の元自尊感情を高めることに成功す
る。また、それは父親が望む事でもあった。
そうした過程を経て、父親を過度に恐れるエ
ディプス葛藤を克服するに至り、父親への自
己主張が可能となる７）。
また、同年齢の同性の友人（トウジ、ケ
ンスケ）との関わりがサリヴァンの言う所
のchumshipとして機能し、親代わりの（葛
城ミサト、加持リョウジ）、異性（アスカ）
および親友（カヲル）や母の面影を宿すレイ
との濃厚な関わりで、エヴァ搭乗という非日
常的関わりだけではなく、日常的関わりにお
いても自我の同一性を獲得する後押しを得る
ことで、思春期前期の課題を克服するのであ
る８）。最終的には、妻から自立出来ない父
親や人類の更なる可能性を求めて、エヴァ初
号期の肉体とともに去っていく母親からの自
立も果たす。また、他者を恐れるあまり他人
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との境界が無い世界を希求し、飲み込まれる
ことを希望していたが、その願いを破棄して
独りで立つ決意を固める。ラストシーンで
「新世紀のアダムとエヴァ」となるべくアス
カと廃墟と化した地球に立つ。

（綾波レイのカルテ　14歳）
碇ゲンドウの手による遺伝子操作（碇ユイ
のクローン）にて誕生し、生育は培養液の中
であり、自己の出生の秘密を知る、著しい欠
損を抱えた少女。
生みの親ゲンドウとの絆を最重要と考え、
自我が存在しない（零）かのごとく、ゲンド
ウの命令に従順である。感情表出は極端に乏
しく、他者との交流を好まない。以上より考
えられる人格特性は統合失調症質（シゾイ
ド）もしくは失感情症（アレキシサイミア）
である。しかし、身体言語（身体化）を用い
るシーンが観られないし、本当の意味での感
情交流は無いが一見適応が良いアレキシサイ
ミアより、シゾイドが考えやすいであろう。
遺伝子が似通うシンジ（実の子）との関わ
りで、感情の芽生えがあり（TV版や劇場版
の後半や新劇場版ではその傾向がより顕著）、
一足飛びに中期思春期の課題である「性同一
性」「悲哀と空虚の体験」を経て「自我同一
性の獲得」を果たし、更に成人期の課題であ
る「子供（シンジ）を導く」段階へ至る。
最終的には、人類全てを包容し受容する大
地の母である「太母」に目覚めるのであるが、
シンジの自立（ひとつになる幻想の破棄）を
認めた後に終焉を迎える。

（惣流・アスカ・ラングレーのカルテ　14歳)
仕事（ネルフの科学者）で家族を省みな
かった挙げ句、精神に障害を来した母親キョ
ウコからの愛情を得ることが出来なかった。
機能不全家庭で幼少時期を過ごしたアダルト
チルドレンが基本的性格特性を決めていると
考えられる。父親が再婚した継母（母親の主

治医）との関係は表面的であり、愛情欲求が
極めて強い反面上手く甘えられない。愛され
る為に過剰に頑張り、成功を追い求め続ける
スーパーチャイルド（クリントン元大統領と
同様）となる。14歳にして大学を卒業し、エ
ヴァパイロットであるエリート意識が自我を
支える根源である。
他者を見下し、自我境界を強化して何人を
も寄せ付けないことで傷付くことから本当は
脆弱な自己を防衛している（張り子の虎）。
詳細は（A.T.フィールドと精神病）の項で
述べるが、「アスカは、強迫的心性を持ち、
無意識に存在するファンタジーの母親に強く
影響されており、無意識に圧倒された自我は
強固なA.T.フィールドにより外へも漏れ出
せず自閉するしかなかったと」の見方も出来
る。しかし、表現型として自己愛性人格傾向
も持つことは明らかで、この人格特性は、人
格障害の大分類ではクラスターＢに属するも
のであり、劇的な症状を伴う人格傾向がアス
カの生きにくさの根源であると考える方が
スッキリと理解できる。
母親の自殺場面を目撃するというトラウマ
（外傷体験）を負い、フラッシュバックが出
現し「私を捨てないで！」と現在でもトラウ
マを生々しく体験している。その意味では
外傷後ストレス障害（PTSD）と診断出来る
かもしれない。しかし、アスカの問題点は
PTSD症状自体より、このトラウマにより幼
少時から形成されてきた人格特性（自己愛）
が方向付けられたことが重要であると考えら
れる。
エヴァとのシンクロ率が低下し、見下して
いたシンジに負けたと感じると、プライドを
維持するために引きこもる場面がある。この
引きこもるパターンは、周囲に圧倒された卑
小な自己像の傷つきを回避するシンジのパ
ターンと異なり、自己愛的で誇大化された自
己像の傷つきを回避するものである。対処行
動は似ているが異なる心性に基づくのである。
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劇場版のクライマックスシーンでは、エ
ヴァに封印されていた母親の魂と再会（覚
醒）し、支えられている実感で健康な万能感
（幼児的ではあるが）を得て立ち上がる。

（葛城ミサトのカルテ　29歳：参考）
仕事で家庭を顧みない父親に憎しみを感じ
ていたが、セカンドインパクトという大災害
時に父親の命と引き換えに救われたことで父
親へのアンビバレントが増強された。その際
に、生じた強い罪業感は後に様々な形でミサ
トを襲い、ミサトは対処行動に追われる。こ
れが、ミサトの逸脱行動を含めた行動化の原
点であると考えられる。また、セカンドイン
パクトの衝撃で失語症となるが、その後、そ
の強いトラウマが反復されている様子は見ら
れず、PTSDが生じているアスカとは異なり、
一過性の急性ストレス反応と言えるであろう。
恋人（加持リョウジ）に父親の姿を求める
自分に気づき自ら離別したり、父親の敵討ち
の為にネルフに就職したりするなどファザー
コンプレックスを認める。父親に翻弄された
弱い母親を反面教師として父親への愛着を否
定し（エレクトラコンプレックスも関与して
いるであろう）、男性的側面を強化し、がさ
つさや強さを前面に出して反動形成を試みる
も、父親なる者を求めて得られない虚しさや
見捨てられ不安をカバーしきれていない。
また、アルコールやSEXへの耽溺傾向が
見られ、何かに溺れることで現実や内界にあ
る問題を否認しようとする心性は嗜癖者その
ものである。更に、肝心な部分でSEXを道
具として用いる行動は、境界型人格障害者が
多用するパターンでもある。そこには、操作
という側面とともに自己を傷つける自傷行為
としての側面があり、ミサトの深い罪業感が
窺われる。診断としては、境界型人格障害傾
向者が持ち、見捨てられ不安を嗜癖行動（依
存症）で何とか対処している可能性を考える。

５．映画のシーンからの事例検討

エヴァンゲリオンの登場人物の生育歴、家
族歴、病歴（エヴァパイロットとしての経
過）および精神症状等を伺わせるものを映
画のシーンから抜粋して、登場人物の病
理性を詳細に検討してみる。素材として、
「DEATH(TRUE)２」・「Air」・「まごこ
ろを、君に」の旧劇場版を通して行う。最初
に記載してあるCはチャプター番号を示して
いる９）。

（「DEATH(TRUE)２」：TV版第壱話「使
徒、襲来」～第弐拾四話「最後のシ者」の
ダイジェスト）
・Ｃ３：アスカの外傷体験、「人類を守るエ
リートパイロットに選ばれたの、世界一な
の。だから皆が優しくしてくれる」「寂し
くなんかない」「パパがいなくても平気」
「私を見て！」外面的な成功は本質的な失
敗（母の自殺：本当はエヴァのコアに取り
込む為に殺された？コアが準備出来たので
アスカがパイロットに選ばれた）と同時に
生じている。「成功＝幸せ」の図式が防衛
手段として強化再現されることとなる。
・Ｃ２－Ｃ３，Ｃ６－Ｃ７：ミサトの外傷体
験、幼少期「ママの様にはなりたくない。
パパがいないと泣いてばかり」「泣いては
駄目」「甘えては駄目」「良い子にならな
ければいけない」と家庭を顧みない父親不
在の中でしっかり者を演じるが、でも「父
は嫌い！」だから「良い子も嫌い」と過剰
適応して過ごしてきた幼少期と14歳でセカ
ンドインパクト（嫌いな父親の命と引き
換えに救出された）に遭遇した事実からア
ンビバレントを抱える様になるが、対処で
きず２年間の失語症期を経た。いい加減で
刹那的に生きる自分を作り出すことで対処
（コーピング）し、生きている実感を確認
しようとしているが（アスカに「生き方が
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わざとらしい」と看破されている）、恋人
加持は結局父親を投影している存在であり、
ファザコンを克服しきれていない。
・Ｃ７，Ｃ９－Ｃ10：シンジの外傷体験、
（母親が死んでから）先生の所に預けられ
ていた時は、穏やかで何もすることがない
日々を送る。「何もなくても良かった」
「生きることに何もなかったから」「他人
はどうでも良かった」でも「父さんは嫌い
だった」と他者との関わりを避けて生きて
いたことを語る。現在の自分が置かれた現
状は過酷であり受け入れらないので、自ら
の判断を停止して命令のまま動いている
（「人の言うことには大人しく従う、それ
があの子の処世術だから」とリツコが語
る）。しかし、「逃げちゃだめだ！逃げ
ちゃだめだ！」と自らに言い聞かせエヴァ
に乗り使徒を殲滅するが、重圧に耐えかね
てネルフから逃げ出す。しかも、逃げても
行く場所がなく「仕方無いから乗る」と舞
い戻る。トウジやケンスケ（同性の友人＝
サリヴァン言うところのchumship）との
関わりで「卑怯で」「臆病で」「ずるい」
自分の醜さを直視することが出来、自らの
意志でエヴァに乗り街を救出する（この時
期は同性の友人との関係が重要）。トウジ
やミサトに認められることで多少の自己肯
定感が芽生える。両親への心理的依存から
徐々に抜け出し、同世代の仲間との人間関
係から対等の価値観を築く「学童期～青年
期前期の課題（仲間とのコミュニティの形
成）」に触れているが、「学童期の課題
（集団への基本的適応）」に必要である両
親の理想化や同一化という課題をクリアし
ていない（シンジ・アスカ・ミサト）は歪
な反応である。
・Ｃ13：アスカの表現型（人に見せている部
分＝コーピング）への評価は、「傲慢、高
飛車、生意気、変わり者、我儘、見栄っ張
り、冷淡、二重人格、バームクーヘン、薄

情者、自意識過剰、いけすかない女、い
やーな感じ」と散々たるものである。他人
と深くかかわることで傷つくことを恐れ
るがあまり、棘を出して（障壁としての
A.T.フィールドを展開）いるアスカの姿
が窺える。アスカは、ヤマアラシの様に棘
で他者を遠ざけるが、一人では寂しく大人
で自分を包んでくれそうな加持に思慕の情
を寄せる。しかし、加持には受け入れられ
ないので代理としてシンジに関心を寄せ、
シンジの側に寄りたいのだけれども自分を
傷つけそうな子供のシンジには近づけない
「ヤマアラシジレンマ」が生じるのである。
カヲルが「他人を知らなければ裏切られる
事も互いに傷つくこともない。でも寂しさ
を忘れる事もない。人間は寂しさを永久に
無くすことは出来ない。人は一人だからね。
ただ忘れることができるから人は生きてゆ
けるのさ。常に人間はこころに痛みを感じ
ている」と語るが、これは発達上の課題と
いうより人間としての課題であろう。
・Ｃ15：「もう私がいる理由もないわ」とア
スカが語るのは、ミサトとリツコが言う様
に、（自分を支えてきたコーピング＝対処
行動様式が崩れ去り）アスカのプライドは
ズタズタになっている。そこでレイが語る
ように「心を開かなければ（エヴァ）は動
かないわ」と頑張ってきた優等生が些細な
きっかけから「取り返しがつかない失敗を
した」と思いこみ動けなくなる、過剰適応
型引きこもりにみられやすい心性が指摘さ
れている。周囲のパワーに圧倒されて萎縮
している母子分離不安型ともいえる受動的
なシンジの引きこもりとは行動自体は似て
いても対極をなすものである。人格傾向と
しては、アスカは自己愛的とするならシン
ジは回避的と言える。また「私は人形じゃ
ない」と語るレイに自我同一性獲得の萌芽
がみられる場面でもある。
・Ｃ19：「自分には（エヴァに乗る）他に何

地域支援心理研究センター紀要.indd   50 2012/03/16   17:09:09



追手門学院大学 地域支援心理研究センター紀要 第８号 2011

－　 －51

もない」「（これだけが）皆との絆」とレ
イは語るのは無（零）の自分が存在する唯
一の価値と考えている事柄である。しか
し、シンジとの関わりで「他者との感情的
交流が芽生え、笑顔や涙の意味を知る」ま
た命令では無くシンジの為に自らの意志で
行動するなど、自己犠牲や異性との一体感
を求める青年期中期～の課題に直面して
いる（声のトーンが以前の機械的なものか
ら情感が込められているものへ変化してい
る）。レイが零で無くなった瞬間であり、
「DEATH(TRUE)２」のハイライトシー
ンであろう。
・Ｃ28：「父さんってどんな人？この頃分
かったんです」と加持にシンジは問うが、
「分かった気がするだけ」「人は他人を完
全に理解することは出来ない。自分自身
だってあやしいもんさ」「100％理解し合
うことなんて不可能なんだよ。だからこそ、
人は自分を知ろうと努力する。だから面白
いんだよ、人生は」と語る（この台詞は
「こころの専門家」にとって胸に刻むべき
ものであろう）加持は、「分かってもらえ
ない」と傷つくのを恐れ、心を閉ざすシン
ジに、分かり合えないからこそ面白いと教
え諭す。父親との信頼関係を築けていない
からこそ、完璧に理解しようとする未熟な
万能感に捕らわれたシンジに対する加持の
関わりは、現実を教える教師や父親の役割
であろう。そしてこの物語の重要なテーマ
について語っている部分でもある。
・Ｃ30：「裏切ったな、僕の気持ちを裏切っ
たな！」「父さんと同じに裏切ったん
だ！」とシンジはカヲルに激しい怒りを向
ける、これは傷付かないように心を閉ざし
ていたのに、信じては裏切られるという最
も恐れていた出来ごとが生じたための反応
である。自己愛憤怒であると言えよう。こ
こでシンジはカヲルを殺すのであるが、命
令であるからと言うより、上記のようにシ

ンジ自身の課題に直面しての過剰な反応で
ある。他者との親密な関係を形成する課題
は、安定すれば「良い部分」も「悪い部
分」も統合して一つと認識可能となるが、
幼児期の課題である「基本的信頼感」が欠
如しているシンジにはカヲルは統合した人
格とは映らず、以前の「全て良いカヲル
君」から「全て許せない使徒」と見なされ
たのである。一時的にせよ対象恒常性（他
者を場面場面で判断せず、安定した人格と
して評価する）を欠いた「境界性人格障害
水準」にまで自我機能は低下しているので
ある。
・Ｃ32：で流れるパッフェルベルの「カノ
ン」は、登場人物の心は、それぞれ異なる
位相で進行するのであるが、それでいて調
和（ハーモニー）を織りなしているとの意
図で述べたＣ28の加持の台詞を象徴するも
のであろう。別の観方をすれば、第二新東
京市・第三中学校でのカノンの演奏（弦楽
四重奏）は、パラレルワールドとしての
もう一つのエヴァの世界なのかもしれな
い。TV版・劇場版・新劇場版およびマン
ガ（碇シンジ育成計画など）と位相を変え
た世界が展開されている（「ひぐらしのな
く頃に」も同様）。Ｃ11でアスカらしい人
物の声で、「良いわねチェロ（シンジ）は、
和音のアルペジオだけなんだもの」とある
が、どの世界でもシンジは同じ役割という
ことか？

（「Air」：TV版の第弐拾五話「終わる世
界」の改訂版）
・Ｃ２：「ミサトさんも綾波も怖いんだ」
「助けてよ、アスカ」の台詞は、シンジに
とってミサトもレイも母なるものを象徴し
ている。カヲルを殺して生じる自責感が超
自我（ここでは母なるもの）からの懲罰と
して感じているのであろう。アスカは、シ
ンジにとって他人である（更に、母なるも
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のに成りきれない未成熟さ）が故に、逃げ
場として選ばれた。その様な混乱した状況
なのに、そうした状況だからこそ、異性へ
の関心と性欲が噴出し自慰行為に至るので
ある。「最低だ！俺」と、いつもは「僕」
と言うシンジの中で疾風怒濤の思春期中期
が始まっていることを示している。
・Ｃ３：目覚めた第３番目のレイは、今まで
レイ（第２番目）が唯一の絆の象徴として
大切にしていた（レイが死にかけた際に割
れた）ゲンドウの眼鏡を壊して部屋を出る
シーンは、ゲンドウのみを絆と考えていた
レイからの出奔、自らの意志で自分の進む
道を決める決意の表れであろう。精神医学
的に見て、この「出立」は自我が大きく揺
さぶられ、精神障害を引き起こすリスク
ファクターでもある。
・Ｃ６：ミサト「立ちなさい！」シンジ「嫌
だ、死にたい。何もしたくない。」ミサ
ト「あんた未だ生きているんでしょう！
だったらしっかり生きてそれから死になさ
い！」は、情けない主人公シンジに苛立つ
ミサトに視聴者は同一化するであろう。こ
のシーンだけみれば、シンジの回避性のみ
が際だつ。
・Ｃ７－Ｃ８：アスカの「死ぬのは嫌！」
との叫びで、弐号機の母親の魂が覚醒す
る。A.T.フィールド（絶対恐怖領域）
は、自己を他者から引き離し、孤独を感じ
させ、自分を守らんとするが為に他者を傷
つける障壁であるが、エヴァや使徒が防御
用に用いるように、個体を守る防壁とも考
えられる。つまり、アスカが気付いた様に
A.T.フィールドがあるが故に、他者が存
在し見守ったり関わったりすることが可能
となる。他人（他の個体）と繋がることも
可能な枠組みであり、これがあるので「真
の絆（同一化ではなく）」も生まれ得るの
であると理解する。アスカの表現型は自己
愛的であったり演技的であったりするが、

アスカ自身は強固過ぎるA.T.フィールド
の為、他者はもちろん自分自身とも触れ合
うことが出来なかったのであろう（他者が
存在してはじめて自分が存在する）。自我
境界の強固さから考えれば、「強迫」がメ
インの病態なのであろう（強迫症状は見
られないが）。群体として存在する人間
は、A.T.フィールドがあまりに強固だと
他者を傷つけ、弱いと自分が無くなる。群
生生物の限界が、単体としてより強固な
（A.T.フィールドが強固でも構わない）
存在である使徒となるべきだという考えが
ゲンドウの補完計画であると言い換えも可
能であろう。
・Ｃ９：ミサトの「ここから先は自分で決め
なさい」の台詞は、時間がないために急激
な自我の確立を促すものである。当然この
荒療治は感動的ではあるがあまり有効では
なく、「僕はエヴァに乗るしかないと思っ
ていた」「何も分かっていない僕はエヴァ
に乗る価値もない」と一見回避に見える行
動も、今まで無自覚に他人の意見に従っ
て行動してきた自分を反省し、自ら考え
て「行動しないことを選択」しているシン
ジの行動を変えるには至らない。「僕は人
を傷つけることしか出来ないんだ」「だっ
たら何もしない方がいい！」とのシンジの
返答に「何もしなかったら許さないから
ね」と応えた後に、糠喜びと自己嫌悪重ね
るだけであった自己の半生を開示している。
「エヴァに乗り、何のためにここに来たの
か？何のためにここに居るのか？今の自分
の答えを見つけなさい」と自我同一性の確
立を迫る。さらに「大人のキスよ」と男に
なりつつあるシンジの肉体に働きかけるこ
とでだめ押しを図る（TV版でも、傷付い
たシンジをSEXで慰めようとするシーン
もある）。目的達成のためには手段（自己
の身体を道具として用いる）を厭わない境
界型人格障害的な特性を持っていると考
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えられる。しかし、この行為の本質には、
「自己をめちゃくちゃにしたい」タナトス
と同義であるデストルドー（死の欲求＝
ゼーレの補完計画と同質）が作用している
のであろう。

（｢まごころを、君に」：TV版最終話「世界
の中心でアイを叫んだけもの」の改訂版)
・Ｃ13：ゲンドウは自らの右手にあるアダム
の肉体をレイの肉体に埋め込みそれを自分
の魂と共にリリスに帰還させてアダムとリ
リスの融合を図ろうと試みるが、レイは
ゲンドウとの一体化を拒否する。「何故
だ？」と問うゲンドウに「私はあなたの人
形じゃない」「私はあなたじゃないもの」
と応える。レイが明確に自分の意志を持っ
て今まで最も重要視してきた絆を自ら断ち
切った瞬間である。ゲンドウよりもシンジ
を重要視するのである。心理的親殺し（厳
密にはゲンドウはレイの親ではないが）を
行い、親から心理的独立である出立を行っ
たのである。
・Ｃ15－Ｃ18：補完が始まり、シンジ、ミサ
ト、アスカの過去の記憶や想念が流れ込む。
一人ぼっちで寂しさを感じていた幼いシン
ジ、自分の存在を確認するために（体だけ
でも必要とされている、自分が求められて
いる感じが嬉しい：「境界例」がしばしば
用いるフレーズ）SEXに溺れる大学生の
ミサト（青年中後期の課題である性的パー
トナーとの接触で定型発達であるが、孤独
や親との葛藤回避の側面もある）。実はシ
ンジを強烈に意識していながら、「完璧に
理解してほしい」強迫的な考えから、「完
璧でないと要らない」と拒絶するアスカ。
すでに人類の祖（母）であるリリスとなっ
たレイとの問答で「曖昧なものは僕を追い
詰める」「本当のことはみんなを傷つける
から、それはとてもとても辛いから」と本
当のものも曖昧なものも耐えられないシン

ジの弱さが浮き彫りとなる。アスカに助け
を求めるが、「本当に他人を好きになった
ことがないのよ」「自分しかここにいな
い」と更に直面化を強いられる。「哀れ
ね」とアスカは述べた後で暴れるシンジの
攻撃性を受け止め（イイヨ）と言ったかに
映画では聞こえるが、脚本を読むと拒絶し
て（イーヤ）とアスカが応えたことになっ
ている（ダブルメッセージとなる様に曖昧
な発音とした？）。他者からの拒絶に耐え
られないシンジはアスカの首を絞める。
・Ｃ19：首を絞めること、つまり自分を拒
絶する他者は要らない！と神に等しい存
在となったシンジは判断する。アスカも
A.T.フィールドを展開するのを止めて無
抵抗にデストルドー（フロイドの言う「タ
ナトス＝死の本能」）に従う。ここから人
類の融合（補完）が急速に進行する。ここ
でシンジはリリス＝レイと問答を開始する。
このあたりから、露骨なメッセージ性の強
い話の展開となる。普通は、映画ではメタ
ファー（隠喩）を用いてメッセージを伝達
するものであり、特に「新世紀エヴァンゲ
リオン」はその傾向が強い。しかし、TV
版最終二話と同様に、作者は煮詰まってし
まっているのか、あからさまにすることで、
視聴者のファンタジー（エヴァでは「夢」
と表現している現実と真実の区別がつかな
い状態）による誤解を直面化させているの
か？あまり類を見ない技法である。シンジ
は他人も自分と同じであると思い込み、勝
手に恐れたり傷付いたりしていることをレ
イが指摘する。シンジは「皆、僕が要らな
い！だから皆死んじゃえ！僕も死んじゃ
え！」と応じる（ゼーレの補完計画に沿
う）。レイは、更に「その手は何のため
にあるの？」「その心は何のためにある
の？」と問いかける（他者の存在を認めさ
せようとする意志が存在する）そして「何
のためにここに居るの？」との問いに「こ
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こに居てもいいの？」と問い直すシンジに
レイは無言で判断を本人に委ねる。抱える
問題の核心の答えを得られずシンジは混乱
し絶叫する。つまり他者に拒否されるかも
しれない不安に圧倒され、自我機能は停止
する。そこで融合への補完（ゲンドウの補
完計画）が本格的に開始する。レイはその
状況を「世界が哀しみに充ち満ちてゆく」
「虚しさが人々を包み込んでゆく」「孤独
が人の心を埋めてゆく」と否定的に捉えて
いる。ゼーレも、リリス及び黒い月（リリ
スが地球に飛来した際の乗り物、アダムの
ものは「白い月」）に人類が統合されるの
を、「始まると終わりは同じところにあ
る」「これでよい」と受け入れている（原
罪以前の状態になる）。ゲンドウはユイに
会え、満足した状態で「自分が側に寄ると
シンジを傷つけるだけ」「だから何もしな
い方が良い」と子供と安定して関わること
が出来ない（自分の親との葛藤の再燃）中
年期の課題をクリア出来ていない。その背
景にはシンジと同様に「自分が他人に愛さ
れるわけがない（逃げている、世界を拒絶
している）」との考えに固着していること
が明らかとなる。シンジが乗る初号機に喰
われることで息子との合体を果たすと共に
妻の魂とも合一を果たす。シンジも初号機
と共にリリスに取り込まれる。そこでは
様々な人物の想念が流入する。ミサトやレ
イの想念が「そんなに辛いなら」「逃げて
もいいのよ」「一つになってもいいのよ」
と語るが、アスカの想念は「あんたとだけ
は絶対に嫌！」とシンジとの補完を拒否し
ている。
・Ｃ20：シンジとレイの問答は続く。「他人
の現実と自分の真実の溝が把握できないの
ね。夢の中にしか幸せを見いだせないの
ね。虚構に逃げて真実を誤魔化していたの
ね。」と引きこもるシンジの生き方を厳し
く糾弾する。「僕ひとりの夢を見ちゃいけ

ないのか？」との反論に「それは夢じゃな
い。現実の埋め合わせ」とさらに現実逃避
を直面化する。「僕の夢はどこ？」「それ
は現実の続き」「僕の現実はどこ？」「そ
れは夢の終わり」と、しっかりと現実を生
きることを諭す（エヴァに出てくる「夢」
には前述の様に２種類存在することに注
意）。
・Ｃ21：そして、A.T.フィールドを失った
状況でレイと一体化した状況での問答。こ
の状況はシンジが望んだ世界であり、安心
して冷静な判断が可能である。「ここには
僕が居ない」と再びA.T.フィールドが存
在する、他人の恐怖（Absolute terror）
が始まることを了承する。つまり、他人と
は絶対に完璧には分かり合えないが、分か
り合えるかもしれないとの希望を持ち（祈
り）生きていくと決心する。自我の確立で
ある。「真実は人の心の中にある」「新た
なイメージがその人の心も形も変えてい
く」「唯、人は自分自身の意志で動かなけ
れば何も変わらない」とのリリス（レイ）
とアダム（カヲル）とユイからのメッセー
ジを受け取り、シンジの決断はさらに固ま
りゼーレの補完計画もゲンドウの補完計画
も失敗に終わり、人類の融合は中断する。
・Ｃ22：ユイはエヴァと共に１人で永遠に生
き続ける決断をする。人類が生きた証とし
て…。シンジはその思いを感じて、果た
していなかった母親からの（精神的な）
分離独立を果たす。補完を拒否したシン
ジではあるが、補完未遂後の世界は、荒
涼たる世界であった。アスカと２人だけ
の世界で、シンジはアスカの首を絞め
る。Ｃ19でアスカの首を絞めた際に、ア
スカはA.T.フィールドを展開すること
なく、なされるがままに任せた。また逆
に、アスカはシンジとの融合を「あんたと
だけは絶対に嫌！」とも述べている。そこ
でシンジは、アスカと最も近づけた「首
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絞め（A.T.フィールドを展開しない自
他未分化状態）」を行ったが、アスカは
A.T.フィールドがまだ十分に展開できず
に、シンジの心に共鳴もしていたため、シ
ンジの頬を撫でる。しかし、それはシンジ
が決意した独立した個としての生き方と
はほど遠く、憐憫と馴れ合いの世界であ
る。そこでシンジは情けない自分に涙する
のだが、A.T.フィールドが戻ったアスカ
は、他者であるが故に理解できないシンジ
の行動を「気持ち悪い」と吐き捨てる。こ
れでは以前と同じだと思うかもしれないが、
アスカはリリスの象徴の包帯に包まれてお
り、いずれ人類の母として生きていくので
あろう（「創世記エヴァンゲリオン」の始
まり）。こうして、どこかで完成（補完）
されることはなく、不完全なままで、逃避
した夢の世界ではなく現実の世界で傷つき
ながらも直面した課題をクリアしていくこ
とで魂（こころ）の成長は続いて行くので
ある。

６．思春期の自我境界と精神障害

（A.T.フィールドと精神病）
以上の説明を踏まえて、A.T.フィール
ドの強弱と精神病発症について考えてみる。
A.T.フィールドは前述の様に「（外的）自
我境界」を意味するものであろう。ここでは
精神分析理論に基づいた自我境界論を示す。
フェダーンは、自我（心のコントロールセン
ター）と外界との間に外的自我境界、また自
我とエス（欲求・無意識）との間に内的自我
境界を考えた（図３ A.）。つまり自我境界
とは主観的に自己と感じられるものと感じら
れないものの境目である。西園はグッティル
の考えを参考にしながら、外界やエス（欲
求）に対する自我の構造を以下のように考え
た10）。
ヒステリー（図３ B.）では、外的自我境

界（A.T.フィールド）が脆弱で外的刺激の
影響を受けやすく、被暗示性に富む。自我の
同一性を守るために内的自我境界を強化して、
本能的欲求を抑圧する。逆に強迫性障害（図
３ C.）では、無意識的欲求が自我に侵入し
てくるため、自我の崩壊を防ぐには外的自我
境界（A.T.フィールド）を強化せざるを得
ない。そのため、同一性保持目的で自分なり
の規則へのこだわりが出現する。ヒステリー
が内的自我境界を、強迫性障害が外的自我境
界を強化して自我同一性を確保しようと試み
ている。アスカは、強迫的心性を持ち、無意
識に存在するファンタジーの母親に強く影響
されているが、無意識に圧倒された自我は強
固なA.T.フィールドにより外へも漏れ出せ
ず自閉するしかなかったのだが、エヴァの中
（アスカの外部）に存在する母親とアスカの
自我は出会いファンタジーを克服する。内的
自我境界が強化され、同時にA.T.フィール
ドが外部との窓口でもある意味を知ること
となる（覚醒）。さらに前田は、統合失調
症（図３ D.）の場合には、内外の自我境界
ともに上記疾患より希薄な状態（綻びが大
きい）で、無意識的内容が自我に容易に侵
入し、外的現実と自己との差異が曖昧で影
響を受けやすく漏洩もしやすいと考えた11）。
統合失調症は自我そのものの喪失である。
A.T.フィールドを失った状態は、「自分も
他人もない、とても脆弱な世界」であり、人
類は孤独であるという現実を補完した姿なの
であろう。ゼーレの補完では、自我境界は消
失し、区別が存在する以前の魂の状態（魂の
集まる場所＝ガフの部屋）に戻ること、つま
り一度「死ぬ」のが目的であり、ゲンドウの
補完ではその外に強固な外的自我境界を構成
し、全ての魂が融合した単体で完璧な生命体
（永遠の生命を持つ使徒+知恵のある人類＝
神）へ進化するのを目的とする。しかし、統
合失調症では他者はA.T.フィールドを持ち
ながら、患者のみがA.T.フィールドを失っ
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た状態であるのでとても自分だけが無防備で、
脆弱な状態であると言えよう。

（A.T.フィールドの取り扱いと自我の確立)
寒さの中、二匹のヤマアラシが暖め合おう
と近づく。しかし、近づきすぎるとお互いの
体の針（自我境界）が相手に刺さってしま
う。かといって離れると寒くなる。二匹は近
づいたり離れたりを繰り返し、ようやくお
互いに傷つかず、寒くも無い距離を見つけ
る。この状況を「ヤマアラシジレンマ」と呼
び、哲学者ショーペンハウエルの寓話を元に
フロイトが言及して流布したと言われてい
る12）。この寓話をエヴァ的に解説すれ
ば、強すぎるA.T.フィールド（自我境界）
は、他者から自分を守ると同時に他者を傷
つける可能性を持つものであり、弱すぎる
A.T.フィールドは、自他の境目が曖昧にな
り「自分」がなくなるのである。そこで、人
間はA.T.フィールドを展開したり中和した
りしながら、対人コミュニケーションを行い、
健康な自我機能を維持するのである。この中
和や展開が上手くいかない場合に人は人に
よって傷つくのである。適切なA.T.フィー
ルドの中和と展開を覚えることである「自分
（自我同一性）」を獲得するのが思春期の課
題であり、エヴァンゲリオンのテーマの一つ
であろう。

７．おわりに

1983年に浅田彰が予言した通り、「おと
な」は、物事をインテグレート＝統合するパ
ラノ（偏執）的生き方に固執し、「わかも
の」はディファレンシエート＝分化するスキ
ゾ（分裂）的生き方に逃げ込む傾向が進んだ
のが21世紀の日本であるのは間違いないであ
ろう13）。パラノは、固執する価値観の揺ら
ぎに遭遇すると命を絶つ＝無に帰す（惣流・
キョウコ・ツェペリン）しかなく、スキゾ

は、逃げられなくなると引きこもる（シン
ジ）しかなくなることもあるであろう。中高
年の自殺の増加と、現実から退却する若者の
増加がそれを象徴している。また、そのどち
らにも染まれず、世の中の曖昧さにも耐えき
れずに「黒か白か」の二分法で揺れ動くボー
ダー（ミサトの不安定時）は刹那の現在のみ
を生きるしかないのも現代日本の若者像のひ
とつであろう。エヴァンゲリオンは多くの若
者の心を捉えたが、「確立した自我」という
パラノ的な「おとな」としての「幻の自我同
一性」を求められて、窒息しそうな主人公・
碇シンジ君にスキゾであり続けたい「わかも
の」が共鳴したのもその一因ではないかと考
えている（しかし、シンジ君は最終的には逃
げずにパラノ世界の「おとな」として生きる
道を選ぶ）。筆者が、こうして拙文を書いて
いるのも、「逃げちゃダメだ！」と迷いなが
らも叫ぶ私の心に住むシンジ君に、「逃げる
のもありだよ」と語りたいからかもしれない。
「逃げる」「逃げない」とインテグレートす
るはずも無い絶対的矛盾を内包したままで、
二分法の世界にも陥らずに曖昧な自我の同一
性を維持するべく、漂泊者として今日も転が
り続けるのが新世紀の「健康な若者」なのか
もしれない14）。
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